
武蔵野小学校の芝生維持・管理の現状を紹介します。
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本校の紹介の前に、今年の初め、昭島市が世界のニュースになったことを紹介します。昭島市は、マンホールのふたがクジラであったり、市内で行われる祭りは「くじらまつり」と命名されていたりするほど、クジラが市の象徴です。５７年前、一人の教員が河原でクジラの骨を発見したことがきっかけです。その後クジラの全体が掘り起こされ、古代、昭島市も海であったことを証明する重要な証拠となったのです。そのクジラは「コククジラ」と思われていたのですが、なんと新種のクジラであることが分かりました。本年正式に「エスクリクティウス アキシマエンシス」と命名され、学会で発表されたのです。昭島市は大変クジラで盛り上がっています。
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武蔵野小学校は、平成２２年８月に校庭を全面芝生しました。芝生化面積は３，２６３㎡。その後平成２５年にさらに５００㎡広げ、今では３，７００㎡になっています。昭島市は全校で芝生を取り入れていますが、本校は昭島市の中でも最大級の芝生面積です。芝生化された校庭で、児童はのびのびと運動をしています。

3



本校では、芝生維持のため、校内で芝生担当の分掌を設けています。「体力向上部」が担当し、芝刈り当番計画や、養生時期の教員体制の立案を行っています。本年度は２名の教員が担当しています。
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校庭の芝刈りは、清掃時間に５・６年生児童が手動の芝刈り機で行っています。また、放課後は教員が電動芝刈り機を使って行います。担当の曜日と時間と校庭のどの部分の芝を刈るのか明確にして行います。
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校庭を４つに分けて担当を割り振りました。Aの領域を、月曜日の清掃時間に６年児童が行います。Bの領域は５年児童、というように偏りをなくすようにしています。放課後の教員の芝刈りは月曜日にCの領域から始めて、児童の領域とすれちがうように組んでいます。土曜日、日曜日は社会教育団体に貸し出していますので、それぞれの団体にも、領域を指示して芝刈りをしてもらっています。
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PTAも積極的に協力してくださいます。手動の芝刈り機で芝を刈ったり、雑草抜きをしたりしています。特にPTA会⾧は出勤前に乗用芝刈り機に乗って、芝全面を刈りこんでくださいました。PTA会⾧は昨年、東京都より「芝生の親方」に認証されました。
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PTA主催行事は、芝生を活かしたお祭りです。その名も「芝生ェス（シバフェス）」と言います。芝生の上ならではの遊びブースを展開し、子供も大人も楽しく遊びます。芝生ェスの最後は・・スプリンクラーを作動させて水遊び！水しぶきと歓声が芝生の上に降りかかります。PTAも地域の財産として、芝生を大切にしています。
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武蔵野小学校では夏芝と冬芝の２種類を組み合わせています。夏芝は短く、地面に這うように生えています。暑い気候を好み、寒い冬になると休眠して枯れた状態になり、春になると再び緑の葉を茂らせます。冬芝は夏芝に比べて葉が⾧く、背が高く、緑がとても鮮やかです。寒い気候を好み、夏には枯れてしまいます。ですので、毎年秋になると冬芝の種を撒いて育ててやる必要があります。この間、芽が出たばかりの芝を踏んでしまうと芝が育ちません。そこで、年に一度、秋に校庭の立ち入りを制限する養生期間を設けています。このように２種類の芝を組み合わせることによって一年を通して緑豊かな芝生の校庭を維持しています。１０月のおわりから３週間ほど、養生期間に入ります。その期間は、一切芝生の校庭が使用できなくなってしまいます。

9



そこで、児童の運動量確保のため、体育や休み時間に学校裏の公園を開放することにしました。芝生担当教員はこのような表を作成し、全教員に周知します。
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この期間は、児童の安全を守るため、全教員輪番で、三つの係に就いています。休み時間になったら門を開ける係、ボールなどの遊具を貸し出す係、予鈴をしらせる係、の３つの係です。
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休み時間だけではなく、体育やクラブ活動でも公園を利用しています。公園に行く際は、昭島市から貸与されている携帯電話を持ち出し、すぐに校内と連絡がとれるようにしています。また、養生期間に入る前には、必ず昭島市の公園管理課に副校⾧が申請を出しています。安全に正しく使用できるように、地域の方たちも見守ってくださいます。
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そのように、大切にしてきた芝生ですが、昨年度末に危機が訪れました。はげてしまった芝生。すり減った地面。茎が伸びようにも伸びることができない環境だったのでしょう。子供たちが傷んだ芝生の上でさらに地面を踏みつけて遊ぶ、雨が降った後の柔らかい土がでこぼこに乾いてしまう・・・芝生が生育できる環境が悪化し、芝生はどんどん失われてしまいました。
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そこで今年度はアドバイザーである「栗芝の一條さん」に相談しました。本年はポット苗を育てて、それを移植する計画をたてました。生活委員会の児童を中心に、まずはポット苗をつくりました。
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夏休みの８月１日に、順調に育ったポット苗をはげた芝生部分に移植しました。参加児童は１４名、保護者や教員も参加し、総勢３２名で行いました。作業は２時間ほどで終えることができました。
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ポット苗を植えたあと、うまく根付いてくれるのかどうか心配でした。今年の夏は特に暑く、管理が大変だったからです。猛暑対策として、通常１日５分間朝１回、夕方１回のスプリンクラーの散水を、朝３回、夕方３回に増やしました。
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目土砂のまき方を教えてくださった一條さんのアドバイスや、地域の方の見守り、PTA会⾧の芝刈りのおかげで、夏休みの間に芝が根付き、武蔵野小学校の芝生は見事によみがえることができました。
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今年度は、校庭芝生化地域連携事業を申し込み、肥料の購入や目土の購入の支援をお願いできました。この事業では、維持管理活動だけではなく、スポーツ活動や文化活動で芝生を活用する際にも支援をしてくださいます。
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本校では、芝生化推進協議会の会⾧と副会⾧として、管理職も積極的に関わっています。今年度も、運動会前に電動の芝刈り機を使って、副校⾧が芝生を活かしたコース作りに挑戦しました。
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今、寒い冬を乗り切るたくましい冬芝がのびのびと育っています。武蔵野小学校は今後も、児童、教員、保護者、地域でレガシーでもある芝生を協力して守っていきたいと思います。
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